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D
自
由
席

 
5
0
0
0
円

C
席
　
　
9
0
0
0
円

B
席
　
1
1
0
0
0
円

A
席
　
１
２
０
０
０
円

S
席
　
１
３
０
０
０
円

チ
ケ
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ト
料
金

　
　
　
　
演
　
目
　
の
　
解
　
説

　 
能
「

鶴
亀
」
（

つ
る
か
め
）

所
は
中
国
、

古
代
の
皇
宮
に
臣
下
を
引

き
連
れ
て
皇
帝
が
お
出
ま
し
に
な
り
、

新
年
の
節
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

正
面
に

威
風
堂
々
と
皇
帝
が
着
座
す
る
と
、

臣

下
が
進
み
出
で
、

毎
年
の
嘉
例
の
ご
と

く
鶴
と
亀
を
召
し
出
し
、

舞
を
舞
わ

せ
、

皇
帝
閣
下
に
は
舞
の
後
、

月
宮
殿

に
渡
ら
れ
て
舞
楽
を
奏
さ
れ
る
こ
と
を

言
上
し
、

鶴
と
亀
が
舞
台
に
入
っ

て
来

て
舞
を
舞
い
ま
す
。

鶴
と
亀
が
皇
帝
に

向
か
っ

て
礼
を
す
る
と
、

皇
帝
は
左
右

の
袖
の
露
を
取
っ

て
宮
か
ら
下
り
、

荘

重
な
舞
を
舞
い
、

臣
下
を
引
き
連
れ
て

長
生
殿
へ
還
御
し
て
行
き
ま
す
。

小
品

な
が
ら
嘉
例
め
で
た
い
曲
。

「

曲
入
」

の
小
書
が
つ
く
と
、

長
い
詞

章
（

ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
）

が
挿
入
さ

れ
、

シ
テ
は
ク
セ
で
舞
を
舞
い
ま
す
。

 
能
「

楊
貴
妃
」
（

よ
う
き
ひ
）

玄
宗
皇
帝
は
最
愛
の
楊
貴
妃
を
失
い
、

悲
嘆
の
あ
ま
り
そ
の
魂
魄
の
あ
り
か
を

訪
ね
て
来
る
よ
う
に
と
、

方
士
に
命
じ

ま
す
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
探
し
た
方
士

は
遂
に
蓬
莱
宮
に
至
り
、

こ
こ
で
や
っ

と
楊
貴
妃
に
巡
り
会
い
、

楊
貴
妃
亡
き

後
の
帝
の
嘆
き
の
深
さ
を
伝
え
、

確
か

に
楊
貴
妃
に
会
っ

た
事
を
帝
に
奏
上
す

る
た
め
形
見
の
物
を
と
玉
の
冠
を
一
度

は
受
け
取
り
ま
す
が
、

二
人
し
か
知
ら

な
い
契
り
の
言
葉
を
望
み
ま
す
。

妃
は

七
夕
の
夜
に
交
わ
し
た
言
葉
を
教
え
、

冠
を
着
け
る
と
昔
を
懐
か
し
ん
で
舞
を

舞
い
、

再
び
冠
を
賜
っ

た
方
士
が
帰
っ

て
行
く
の
を
一
人
見
送
り
ま
す
。

小
書
き
「

玉
簾
」

は
作
り
物
の
宮
の
三

方
に
葛
帯
を
簾
の
よ
う
に
下
げ
、
「

玉

の
簾
を
か
か
げ
つ
つ
」

と
本
文
通
り
の

風
情
を
見
せ
ま
す
。

　
能
「

絃
上
」
（

け
ん
じ
ょ

う
）

琵
琶
の
名
手
藤
原
師
長
は
日
本
に
は
も

う
学
ぶ
べ
き
師
が
い
な
い
と
思
い
唐
に

渡
る
為
、

須
磨
の
浦
に
立
ち
寄
り
ま

す
。

一
夜
を
求
め
た
老
人
夫
婦
の
所
望

に
任
せ
て
琵
琶
を
弾
き
ま
す
が
折
か
ら

の
村
雨
に
途
中
で
止
め
て
し
ま
い
ま

す
。

琵
琶
と
雨
の
調
子
の
違
い
を
言
い

当
て
た
翁
に
、

師
長
が
強
い
て
琵
琶
を

弾
か
せ
る
と
見
事
に
弾
き
こ
な
し
、

我

こ
そ
名
器
「

絃
上
」

の
主
、

村
上
天
皇

の
霊
で
あ
る
と
言
っ

て
消
え
失
せ
ま

す
。

夜
半
生
前
の
姿
で
現
れ
た
天
皇
は

舞
を
舞
い
、

竜
神
に
「

獅
子
丸
」

を
持

参
さ
せ
師
長
に
弾
か
せ
ま
す
。

｢

ク
ツ
ロ
ギ

｣

と
い
う
小
書
で
は
、

後

シ
テ
の
舞
う

｢

早
舞

｣

の
途
中
に
シ
テ

が
橋
掛
り
へ
行
く
型
を
見
せ
ま
す
。
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